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国
土
交
通
省
は
十
二
月
十

七
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中

央
合
同
庁
舎
三
号
館
で
第
五

回
「
住
宅
団
地
の
再
生
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

（
座
長
・
浅
見
泰
司
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教

七
月
に
水
循
環
基
本
法
が

施
行
さ
れ
、
国
、
自
治
体
、

事
業
者
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の

授
）
を
開
催
し
た
。
住
宅
団

地
の
建
替
え
・
改
修
・
修
繕

に
向
け
た
課
題
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
全
国
の
実
態
調

査
計
画
の
概
要
を
ま
と
め

た
。
建
築
時
期
別
・
都
市
圏

別
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ

役
割
分
担
の
も
と
に
健
全
な

水
循
環
の
維
持
・
回
復
に
向

る
団
地
数
・
棟
数
な
ど
を
推

計
す
る
。

同
検
討
会
で
は
老
朽
化
し

た
住
宅
団
地
の
再
生
を
進
め

る
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
を
含
め

幅
広
く
検
討
し
て
い
る
。
住

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

宅
団
地
と
は
同
一
敷
地
内
に

二
棟
以
上
の
共
同
住
宅
が
集

団
的
（
約
五
十
戸
以
上
）
・

計
画
的
に
建
て
ら
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
で
構
成
さ
れ
る
団
地
を
意

味
す
る
。

と
り
わ
け
官
民
連
携
に
重
点

を
置
き
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
一
体
的
・
総
合
的
に
展
開

し
て
広
く
国
民
の
理
解
と
関

心
を
深
め
て
い
く
。

国
土
審
議
会
は
十
二
月
十

六
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中

央
合
同
庁
舎
三
号
館
で
第
六

回
計
画
部
会
（
部
会
長
・
奥

野
信
宏
中
京
大
学
総
合
政
策

学
部
教
授
）
を
開
き
、
新
た

な
国
土
形
成
計
画
の
中
間
整

住
宅
団
地
の
実
態
調
査
計

画
で
は
建
設
時
期
別
（
昭
和

四
十
五
年
以
前
、
昭
和
四
十

具
体
的
に
は
①
山
林
の
植

林
・
保
全
活
動
②
河
川
や
海

洋
環
境
の
保
全
活
動
③
事
業

活
動
に
お
け
る
水
資
源
の
有

効
活
用
、
節
水
・
排
水
な
ど

の
取
り
組
み
、
商
品
・
技
術

・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
④

水
資
源
の
保
全
や
有
効
活
用

⑤
国
際
的
な
取
り
組
み

な
ど
を
推
進
す
る
。
地
域
ご

と
の
水
循
環
施
策
や
名
水
な

ど
を
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と

で
全
国
的
な
一
体
感
を
創
出

し
、
日
本
の
水
資
源
の
ブ
ラ

ン
ド
化
や
全
世
界
へ
の
情
報

発
信
を
め
ざ
す
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本
格

始
動
に
あ
た
っ
て
新
た
に
二

十
九
の
団
体
・
企
業
が
参

加
。
本
紙
関
係
で
は
日
本
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
下
水
道
広
報

理
案
を
提
示
し
た
。
地
方
の

創
生
と
大
都
市
圏
の
成
長
を

両
立
さ
せ
る
安
全
・
安
心
な

国
土
づ
く
り
を
め
ざ
す
。
来

年
夏
頃
に
最
終
報
告
を
ま
と

め
る
予
定
だ
。

中
間
整
理
案
は
①
国
土
に

六
〜
五
十
五
年
、
昭
和
五
十

六
年
以
降)
、都
市
圏
別(

首

都
圏
、
近
畿
圏
、
中
京
圏
、

そ
れ
以
外
の
大
都
市
圏
・
都

市
圏
、
大
都
市
圏
・
都
市
圏

以
外
）
の
団
地
数
・
棟
数
を

推
計
。
ま
た
東
京
都
の
住
宅

団
地
を
対
象
に
所
在
地
、
建

設
年
、
戸
数
、
棟
数
、
敷
地

面
積
、
建
築
面
積
ま
た
は
延

べ
面
積
、
構
造
・
階
数
、
接

道
状
況
、
法
規
制
、
不
動
産

市
況
な
ど
を
把
握
す
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
㈱
、
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

㈱
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
な
ど

が
名
を
連
ね
て
い
る
。

ま
た
２
０
１
４
ミ
ス
・
ア

ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
の
永
田
怜

奈
さ
ん
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ

ポ
ー
タ
ー
に
就
任
し
た
。
関

連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
水
の
大

切
さ
や
水
循
環
の
重
要
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トht

tps://www.eeel.go.jp/wa
ter-project/

に
は
参
加
申

請
窓
口
を
設
置
し
、
同
省
水

・
大
気
環
境
局
水
環
境
課
内

の
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
務
局
（�
〇
三�
五
五

二
一�
八
三
〇
四
）
で
企
業

や
団
体
の
参
加
・
問
い
合
わ

せ
を
受
け
つ
け
る
。

係
る
状
況
の
変
化
②
国
土
の

基
本
構
想
③
基
本
構
想
実
現

の
具
体
的
方
向
性
│
│
の
三

章
で
構
成
。
第
一
章
で
国
土

を
取
り
巻
く
時
代
の
潮
流
と

課
題
な
ど
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、
第
二
章
で
対
流
促
進

型
国
土
の
形
成
な
ど
を
基
本

構
想
と
し
て
打
ち
出
し
た
。

第
三
章
の
具
体
的
方
向
性

で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
羽
ば
た

き
、
ロ
ー
カ
ル
に
輝
く
国
土

な
ど
を
柱
に
災
害
に
強
く
環

境
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な

国
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
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境
省
は
水
循
環
基
本
法
に
基
づ
き
八
月
一
日
の
「
水
の
日
」
に
発
足
さ
せ
た
官
民
連
携
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
本
格
始
動
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
の
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
と
く
に
民
間
の
主
体
的
・
自
発
的
・
積
極
的
な
普
及
啓
発
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
参
加

者
が
自
由
に
活
用
で
き
る
共
通
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
＝
写
真
左
上
＝
や
国
民
に
有
効
な
情
報
を
提
供
す
る
総
合
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
設
け
て
全
国
の
企
業
・
団
体
の
幅
広
い
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
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計画部会で活発な審議

分譲マンションの課題整理


